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にめは

文 化 の発 展 の名 の も と に、 私 達 は 逆 に今 ま で の文 化 を傷 付 け、

ま た、 環 境 を破 壊 しな が ら現 代 の文 化 を築 こ う と して き ま した 。

現 代 の 文 化 をつ く りあげ て い くの に過 去 の文 化 を抹 消 しな が ら進

ん で い くの で は な く、 私 達 の祖 先 の文 化 を尊 重 し、 保 存 し、 記録

に と どめ て 、 後 世 に文 化 財 を引継 い で い か ね ぱ な りませ ん 。

都 留 市 内 に は多 くの縄 文 時代 の遺 跡 が存 在 して い る と考 え られ

遺 跡 が 破 壊 され な い よ う努 力 す る と と もに も し破 壊 され る場 合 に

は発 掘 調 査 を お こ な い、 その 内 容 を記 録 に と ど め て きま し た。

こ のた び 猪 掘 調 査 をお こ な っ た馬 々舟 遺 跡 は桂 川 と柄 杓 流 川 と

の 間 の河 岸 段 丘 に位 置 して お り、縄 文 中期 の向 原 遺 跡 が隣 接 して

い るな ど縄 文 人 に はか っ 好 の土 地 で あ る と想 像 され ます 。今 回 の

発 掘調 査 に よ って 当 市 の先 史 時代 の空 白部 分 で あ る縄 文 前 期 か ら

中 期 初 頭 に か け て の文 化 にひ とつ の重 要 な資 料 が得 られ た こ とは

ま こ と に よ ろ こぽ しい 次 第 で あ ります 。

こ の報 告 書 が ひ ろ く活 用 され 、 こ の地 の細 文文 化 を知 る手 が か

り とな れ ば 幸 い で す 。

お わ りに、 こ の発 掘 調 査 と報 告 書 の発 行 に あた って は 、 馬 々舟

遺 跡 発 掘 調 査 会 を 中心 に都 留 市 文 化 財 審 議 会 、 都 留 文 科 大 学 考 古

学 研 究 会 のみ な さん や 多 くの方 々 の協 力 と努 力 に よ って行 な われ

た も の で あ り厚 く感 謝 の意 を表 し ます 。

昭 和 51年 9月 1日

都 留 市 教 育 委 員 会
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1.経  過

都留市には現在58ケ所の遺跡かよび遺物撤布地

が知 られているが急速なる宅地の造成、工場の新

設、道路の拡巾、大型農道の整備 と一日として休

む事を (地形は変化をとげ、調査の衝にあたる者

としては一日として安閑としていることは出来な

必。馬 々舟遺跡は占〈羽田一成氏により指摘され

た遺跡であるが、隣接の向原、上 ッ原、かいしか

ね遺跡からは現在でも遺物の表採が可能であるが、

馬々舟遺跡については、表土の堆積が厚必ためか

遺物の表採は出来ず地名てのみが遺跡 として知られ

てい/cのみであった。

昭和49年10月 団体営農道整備事業十日市場農道

第造ェ事として遺跡のある所謂向原台地に大型農

道が 3ケ年計画で貫通することになり、最初に馬

々舟遺跡を通過することが判明したので、急遼発

堀調査会を編成、都留文科大学考吉学研究会 rc調

査を委託、緊急発堀 した ものである。

発堀の結果遺構の発見はみることが出来をかっ

たが、当市の縄文時代の空自部を埋める諸破 C期

かよび十三坊台、五領台(D貴重な資料を得 られた

ことは大きな収獲であった。

耕地の発堀を快諸された斎藤博忠氏ぅ発堀調査

那間中ご理解 とご協力を賜 った公私多数の各位に

深 (感謝する次第である。

第 1図 馬場舟遺跡(X印 )と 付近の遺跡(○印 ) 1

50,000

1.かいしかね遺跡

2 御所海戸遺跡

3.高子遺跡

4.久保海戸遺跡

5 大堰遺跡

6.十二海戸遺跡

7 住吉遺跡

8.天神山遺跡
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2.遺 跡 の 環 境

馬々舟遺跡は都留市東桂十日市場地区にある。

富士急行線十日市場駅から中央自動車道のガー ド

を〈ぐり北方約 600mの処に位置する。

都留市内の遺跡の殆んどが市内を流れる桂川と

之に合流する支流の構成する河岸段丘上に立置す

るが馬々舟遺跡も亦東桂地区を流れる桂川とこノ

峠の山中に端を発し、遺跡の北側の山裾を流れ十

日市場地区で桂川に合流する柄子流サIIの構成する

河岸段丘 (向原台地 )上に立地している。

所謂向原台地は東西に約 l Km伸 びる台地で南

に向って次第に傾斜を増 している。

遺跡は柄

「

流川岸より南方 1011m、 桂ォ||と ?合

流点より西方 4∞ mの地点で正確な地番は都留市

十日市場 327-1番地である。現在台地は東西に

走る中央高速自動車道により三分された形となっ

ているが、昭禾E99年道路建設に伴多事前の発
jTH謝

査により「山刺 、かよび「マル瑚 の遺跡が発

堀調査され、その結果については「発堀調査に基

づく発堀調査報告書」に詳しいが、前者からは縄

文後期の堀之内工式に近いものが、後者からは縄

文前期の諸磯 Bの出土を伝えている。隣接する遺

跡としては向原、かいしかね(縄文前期末 )下 ッ

原 (縄文中期 )が知 られているが発堀調査は一度

も行なはれたことがないので詳細は不明である。

図形
1

30,000

第 2図
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3。 発堀経過 (発堀日誌 )

従来耕地として使用されていた畑地なので、発

堀は比較的容易であった。併し春とは云え合地を

吹きぬける寒い北風と小雨、小雪にをやすされ、

発堀の手を休めることもしばしばであった。

又発堀は比較的容易であったとは云うものの、

市内の従来の発堀と同様表上の堆積が厚〈ローム

きで1.70111-20mあった。

発堀の結果遺構の発見は出来なかったが、従来

市内で未発見の諸磯 oの完形土器 1、 其の他十三

坊台、五領ケ台の良好な資料を得又火山灰層の存

在が認められ、当地に於ける富士火山活動と遺跡

に関する資料 を追加 し得たことは貴重な収獲であ

った。以下発堀日誌をもって発堀経過 にかえる。

3月 24日 (月 )小 雨

9時 30分文大前に集合、器材を運びながら現

地 に向 う。小雨に混って雪が降って来るが、調査

を開始する。

南北方向に 12mX12mの 区画を設定、その内

部に2m× 2mの グリット36ケ 設定する。グリ

ットには南からヰヒヘ 1～ 6、 西から東へA～ Fの

記号で命名 した。地形測量の後に、 A・ 訳 A・ 5、

B・ 4、 C-1、 C-3、 C-5L D-2、 D-4、 E・ 1、 EI

・ 5の合計 10ケ の表土剰 ぎの作業にとりか ゝる。

0-0□

区第 3図
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表土、火山灰層、黒色土層、 ロームと層をなし

ていることを確認する。遺物包含層は火山灰層 と

黒色土層上部 と思われる。 D-4 グリッドを中心

に土器片、黒曜石片が採取された。

3月 25日 (火)曇

朝のうち小雨がばらつき、地表には霜柱がみら

れる。 9時作業開始。

全面発堀をするために新たに E-3、 F喧 5の 2ケ

のグリッドを発堀する。 D-2グ リンド黒色土層

上部 より磨製石斧力ヽ E-3 グリッド黒色土層_L

部 より打製石斧が出土 し、他に火山灰層の下部 よ

リロ縁部などの土器片が出土した。

3月 26日 (水)曇

連日北風が強 (寒硲口が続 (も 時々小雨がちら

つ (.9時半作業開始。

午前中、東西セクションをA-3→ B・ 4→C・ 3→ `

D・ 4→E・ 3のグリットから、南斗ヒセタションをC

-5→ D。 4→C-3→ D・ 2→C-1のグリットからセ

クション図をとる。

発堀地の南TFI A・ ■ A-2～ E・ 1.IE-2グ リットの

あたりは火山灰粒が大きい。そ して黒色土層に火

山灰のプロックがみられる。 C-1グ リット黒色土

層上部から打製石斧が出土。

3月 27日 (木う 晴

久 し振り晴。 9時半作業開始。遺跡が確認され

ないので、既にローム登で堀 り下げたグリッドを

埋め戻しつつ新 らたに B-3、 C― 名 C― へ D-1、

D-3、 D-5、 E-2、 ]-4、 E-6、 F-6、 F-4 の

合計10ケ のグリットの発堀に着手する。女山 灰層

には黒色 と謁色 とが混在 している。黒色土層上部

にはスとリアを見 られる。と2グ リット火山灰層

-4-



より黒曜石塊を出土する。出土土器片の文様形態

か ら縄文前期未葉の遺跡と考えられる。

3月 28日 (⇔)晴

9時半作業開始。昨日の作業を続行する。火山

灰層の所々に表土からの落 ちこみがみられるが遺

構 との関係は認められなぬ。

E-4グ リット黒色土層上部 より二次加工され
た石匙を発見。 B-3グ リッド火山灰層 より打製
石斧、 D-3グ リット黒色土層上部 よう打製石斧
をそれぞれ出土、 D-1 グリッド黒色土層上部 よ
り把手型土器が出上 した。

3月 29日 (土)晴

発堀最終 日、午前中は風 もな (暖かかったが昼

から風が強 (衣 りすた寒い日となった。

9時作業開始。 D-1 グリッドよつlrdほ完形の

上器出土、 E-2グ リッド火山灰層からも源形を
想定 し得る土器片など多数の土器片が出土した。

D-1、 E-2グ リッドを含め埋め戻 しを開始、
夕方までに全ての埋戻 し作業 を完了した。

3月 30日 (日 )晴

空は晴れて仏るが朝から風が強 であ仏かわらず

寒い。昨日蝉戻しを完了 したので今 日はテントの

片付け器材の連搬を行必午前中に終了 し発堀調査

は完了 した。

-5-



4.層  位

層序は、大 きぐ四層に分かれ、下層 より、ハー

ドローム層、ノフトローム層、黒色土層、火山灰

層、表上の順で堆積されていた。

表土は、地面から60Cm ほどの深さをなして

いる。ここは、現在畑作が行なわれているため、

攪乱されて仏て発堀作業開始前に若子の遺物を表

採することが出来た。

火山灰層は、深さ60～ 10助″ほど堆積 してか

り、黒色と褐色との2層がみられた力、 これらは

混在してかり、完全な層序をなしていなかった。

この火山灰層には所々に、表土からの落ち込みが

第 4図 地 層 模 式 図

5.出 土 遺 物
A 土    器

第 1類 上器

1は複雑な縄文がほどこされ、繊維を含んで碁

り、黒浜式上器 lrc比定される。当潰跡ではこの形

態の土器はこれ一つだけであった。

2,3は大粒の粗い縄文が地文でありもそのう

えから沈線がほどこされている。 これらは諸磯 b

みられた力ヽ 今回の調査で吹 遺構は発見さやな

かった。せた南俣」のグリッド(A～ F11(A～

F力,2あたりの火山灰層は、その粒子が比較的大

きかった。

火山灰層の下は、黒色土が深さ10レ■ 40Cm´

ほど堆積してかり、 この層の上部には、スコリア

が多 (み られた。き/f火山灰のプロッタも多数み

られた。

遺物は第 2層、第 3層 それぞれから出土したが

復元可能と思われり土器片や、打製石斧、磨製石

斧を含め、ほとんどの遺物は、この第二層の火山

灰層の下部と第二層の黒色土層の上部とを、包含

層として出上した。

火 山 灰層

黒 色 土 層

ノ ン トロー ム

′ヽ ― ドロー ム

式土器に比定される。焼成は良好である。

第 2類 土器

この遺跡の出土土器の大部分を占めるのが第 2

類の土器である。 これらの多ち多でのものは焼成

が非常に良好である。 4～ 77は平行沈線分 (集

合状線分、斜交文、弧線文など)に、ボタン状突

起文あるいは紐状突起文があるのが特徴である。

なた、 10と78～ 101は結節状沈線文が配されて

1.

2.

3

4

5.

-6-



いる。                       B 石    器
10ム 103は結節状浮線文である。これらの   馬 ,々舟遺跡から出土した石器は、計 5個であり

上器は広譲の意味で諸磯 C式土器に比定されると  そのほとんどは久損品である。

思はれる。                    各々につぬては次の通りである。

I打 製 石 斧

第 3類 土器                  1と 2は不整であるが短冊型であり、石質は粘

第二類土器は幾何学的な図形を示す平行沈線文  板岩である。 3は破損部が多いため型は推測し難

連続 Y字状女、三角陰刻文が主な特徴となってい  い。石質は砂岩である。

る。 104～ 118き での土器が第二類の土器であ  Ⅱ 磨 製 石 斧

る。                        4 の 1個であり、 これもかなり久損している。

107～ 113、 116の縄文は縄端に結節が作ら' 石質は粘板岩でよく研麿されており、光択がある。

れ、 これらの場合、全てが縦に回転して施支土さI  Ⅲ 石     匙
れている。                     これも1個出土しただけである。背面は母岩ハ

114～ 115は平行沈線が幾何学的な図形を描  ら取った際の剰睡面を利用しぃ表面の内部はかな

いてかり、 117、  118は三角陰刻文がみられる。 り細かい加工をほどこしている。

これら第二類の土器は十三菩提式i五領ケ台式土   石質は砂岩である。尚石質については都留文科

器に比定されるであろう。            大学篠原 博教授の御教示による。

-7-
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め6
山 本 正 則

甲斐考古 31号

7.調査会の構成

都留市田野倉出上の縄支式土

器

昭 50
馬 舟々遺跡の発堀調査は昭和 50年 3月 24日

から3月 30日 送で、 1週間行なわれた。今回の

発堀調査では遺構は発見されなかったが、出土遺

物の面では興味深いものが多であった。

出圭遺物の大半は磯磯 C式土器に比定されるも

のであるが、本報告書下第三類土器 とした一郡の

上器吹 都留市では今日奮で空自とされていた時

期のものであり、山梨県に於てもあ送り数多ぐ報

告されていないものである。

十三菩提L五領ケ台式土器に比定される土器で

あるが、八ケ岳.諏訪湖周辺では籠畑、晴ケ∝

梨久保式上器に相当する。

これらの土器が中部山岳地帯と関東との文化の

影響をどのように受け、奮え、どのような関連性

を持っているかを今後研究して行かなければなら

ないであろう。

参 考 文 献

日本石器時代人民遺物発見地

名表

東京帝国大学    昭 3
森 本 圭 ―  富士火山砂礫層と遺物

甲拷 古 10-1  昭37
藤 森 栄 一  中部高地の中期初頭縄文式土

器

富士国立公園博物館研究報告

終刊号 昭 41
武 藤 雄 六  長野県富士見町籠畑遺跡の調

査

考古学集刊第 4号第 1号昭43

岡韓 会 扇 平 遺 跡  昭 49
貝剛謡好薮員会  上   原     昭 32

考哲 務褒≧  
宮 の原 只 塚    昭

17
桝 晰泌備委員会  秋,II市二宮神社境内の遺跡

昭 49

馬々舟遺跡調査名簿 C

顧  間 都  留  市  長 富 山 節 三

名誉会長 都留市教育委員教育委員長 高 部 通 正

″  都留市教育委員会教育長 定月金太郎

会  長 都 留市文化財審議会長 羽田富士男

副 会 長 都 留 文 科 大 学 教 授 篠 原  博
″  馬 々 舟 遺 跡 調 査 団 長 山本寿々雄

理  事 都留市文化財審議会委員 小俣 次 郎

″    河 口 智 慮

″    渡 辺 長 重

″     内 藤 恭 義

″    兼 松  昇

″    奥  隆 行

″      中村光太郎

″     杉 本 棋 明

″    窪 田  薫

都留市教育委員会教育委員 杉 田  章

″      高橋栄市郎

″    大 戸 三 誠

罵場舟遺跡発堀参加者

田 村 正 和 ・ 梅 山

岡 田 由起子 ・ 斎 藤

川 口 敏 克 ・ 五十嵐

高 坂 裕 子 ・ 勝 俣

鈴 木 真 理 ・ 向 山

渡 辺 淳 子 ・ 杉 本

田 村 素 子

朋 子

敦 子

晴 子

弥 生

み どう

知 子
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印 刷 佐 野 印 刷
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副書名
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巻 次

シリーズ名 都留市埋蔵文化財調査転告(都留市発掘調査報告書)

シリーズ番号 4

編著者名 奥 隆行ほか

編集機関 都留市教育委員会
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作成法人ID

郵便番号 402-0053 電話番号 0554‐46-8∞8

住 所 山梨県都留市上谷 1-1-1

遺跡名ふりがな ばばふねいせき

遺跡名 罵々舟遺跡

所在地ふりがな やまなしけんつるしとおかいらばあぎばばふね

遺跡所在地 山梨県都留市十日市場宰踊々舟

市町村ヨエド 19204

言ヒ 諄華 853235

東 経 1385316  V

調査翔簡 197S032牛 19750330

調査面積 1■ 4 Hf

調査原因 農遭工事

主な時代 縄文

道跡概要 縄文―土器

遺跡番号 2040070
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